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原著論文

自閉スペクトラム症児者の視覚処理に関する
困難とその対処法に関する質的研究

米田直人＊1, 2，野田遥＊1, 3，鴨川拳＊4

田中悟郎＊5，徳永瑛子＊5，岩永竜一郎＊5

要旨：本研究の目的は，ASD 児者の視覚処理に関する困難とその対処法につい
ての実態を調査し，支援について検討することである．視覚処理に関する困難と
その対処法についての質問紙を ASD 児者もしくは ASD 児者の保護者に配布し，
344 名からの回答が得られた．分析の結果，視覚処理に関する困難は過反応，感
覚探求，感覚識別の 3 つのカテゴリからなることが明らかになった．対処法は，
環境へのアプローチが多く挙げられており，ASD 児者の視覚処理に関する困難
への支援として，環境調整が多く用いられていることが示唆された．今後，当事
者視点の対処法をより収集しながらその対処法の効果について検証していく必要
がある．

Key Words：発達障害，感覚統合，自閉スペクトラム症

はじめに
　自閉スペクトラム症（Autism Spectrum 

Disorder：以下，ASD）は，社会的コミュ
ニケーションおよび対人的相互反応における
持続的障害，限定された反復する様式の行
動，興味，活動をとることで定義されており，
感覚の特異性を持つことがその一部として記
されている 1)．標準化された尺度による研究
では，ASD 児者の 69 ～ 95％が感覚刺激に
対する特異的な反応性を持つことが報告され
ている 2)．その中でも短縮版感覚プロファイ
ル（Short Sensory Profi le：以下，SSP）に
よる調査において，視覚・聴覚過敏性の高さ
を持つ ASD 児者はおよそ 69％と報告されて
いる 3)．高橋ら 4) の研究では，特定の柄や色
の服が着られない，目まぐるしい街の様子を
見ると気分が悪くなる，顔の識別が難しいな
ど，視覚処理に関する困難を抱える ASD 児
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者は多くいることが報告されている．実際
に，ASD 当事者の藤家寛子は，「人の多いと
ころの視覚刺激が耐えられない」と著書の中
で視覚処理に関する困難を語っている 5)．同
様に ASD 当事者であるドナ・ウィリアムズ
は，「世界には様々な深さと奥行きがあると
学んでいたが，それを実感したことはなかっ
た．」と視覚処理に関する問題について述べ
ている 6)．感覚に関する困難は主観的である
ため，専門家であっても気づきにくい困難を
抱えている可能性がある．
　上述したような ASD 当事者の視覚処理に
関する困難に対してどのように介入し，対処
していくのかは重要である．例えば視覚過敏
を持つ方には，光刺激を軽減するためにサン
グラスをかける場合がある 7)．高橋ら 4) の先
行研究において，ASD 者は，照明を暗くする，
カーテンを閉める，身の回りを好みの色で統
一するなど視覚処理の理解・支援のニーズを
持つことが多いと報告されている．ASD 当
事者の藤家寛子は，上述した困難に対して，

「視界を制限するためにフレームの大きいメ
ガネを買った」と報告している 5)．このよう
な実体験から生まれた対処法は，専門家と異
なる視点で考えられていると想定され，当事
者ならではの対処法を参考にすることは有用
である可能性がある．
　ASD 児者本人や，ASD 児の保護者に感覚
の困難に対する対処法のアンケート調査を実
施した研究は複数行われているが 4),7)‒9)，視覚
処理の困難と対処法を対応させて自由記述で
回答させる調査を大規模なデータで実施した
研究はほとんどない．
　したがって本研究は，ASD 当事者と ASD
児者の保護者に対し，視覚処理に関する困難
とその対処法を調査し，その実態と視覚処理
に関する困難への支援について検討すること
を目的とした．

方法
1．対象
　全国の自閉症協会に所属している ASD 児
者もしくは ASD 児者の保護者と，A 県内に
ある児童発達支援・放課後等デイサービス B 
に通う ASD 児者もしくはその保護者の合計
2,872 名を対象とした．本調査の対象として，
自閉症，アスペルガー症候群，高機能自閉症，
特定不能の広汎性発達障害を含めた．調査を
依頼した 43 の協会のうち許可が得られた 37
の各都道府県の自閉症協会に，質問紙と説明
文書，返信用封筒の配布を依頼し，各協会の
事務局が会員への送付を行った．児童発達支
援事業所・放課後等デイサービス B にも同
様に質問紙と説明文書，返信用封筒を送付し
た．同封された返信用封筒による，対象者か
らの質問紙の返送をもって，研究協力への同
意をみなすとした．
　なお，本研究は長崎大学大学院医歯薬学総
合研究科保健学系倫理委員会の承認を得て実
施した（承認番号：17110905-2）．

2．測定方法
　質問紙は，著者らが独自に作成したものを
利用した．それぞれの感覚モダリティについ
て，その感覚に関する困難とその困難にどの
ような対処法を用いているかを記入できるよ
うにし，自由記述での回答を求めた（表 1）．
質問紙には，表 1 のように左の枠に困難を記
入し，右の枠にはその困難への対処法を対応
させた形で記載できるように設定した．質問
紙の感覚モダリティには，聴覚，視覚，味覚，
嗅覚，触覚，温冷覚と痛覚，前庭・固有感覚，
その他の 8 つのカテゴリを設定した．本研究
においては，視覚のデータの分析を行った．
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表 1　質問紙の形式と解答例

困難 対処法

視覚

① まぶしい光が苦手 ① サングラスをする

② 人混みがきらい ② 行かないようにする

3．困難に関する分析方法
　分析手法として，KJ 法 10) におけるグルー
プ編成を参考にしたグループ分けを行った．
KJ 法は記述式のデータを分析し，新しい発
想や問題解決策を見出す手法である．KJ 法
は，ラベル作り，グループ編成，図解，叙述
の 4 つの工程が含まれている．今回の研究で
は，どのような困難に対してどのような対処
法が用いられているかを明らかにすることが
目的である．そのため，困難のみに対してラ
ベル作り，グループ編成までの工程を参考に
実施した．グループ分けは 3 名の作業療法
士が一堂に会して行った．3 名の作業療法士
は，神経発達症に関する支援もしくは研究
に 1 年～ 3 年従事している．妥当性の担保の
ため，分析後に共著者である感覚統合認定講
師がその分類の確認を行った．また，この分
析を行う前に，前処理として視覚処理の困
難を Miller が提唱した感覚処理障害のモデ
ル 11) に従って分類した．Miller は感覚処理
障害を，過反応，低反応，感覚探求からなる
感覚調整障害，行為機能や姿勢の障害が含ま
れる感覚に基づく運動障害，それぞれの感覚
モダリティの感覚識別障害の 3 つに分類して
いる．本研究で回答された視覚処理に関する
困難は，感覚調整障害である過反応，低反応，
感覚探求および感覚識別障害からなることを
考え，視覚処理に関する困難を過反応，低反
応，感覚探求，感覚識別障害の 4 つに分類し

た．この 4 つに当てはまらない回答はその他
とし，本研究においては除外した．分析の詳
しい手順は以下のとおりである．
① 質問紙により得られた自由記述の回答を

リストアップし，1 種類の困難につき 1
つのラベルを作成する．

② ①で得られたラベルを Miller のモデル
に従い，過反応，低反応，感覚探求，感
覚識別障害，その他の 5 つのグループに
分類する．

③ それぞれのグループの各ラベルを親和性
の高い新たなラベルでまとめて小グルー
プを作成し，表札を作る．

④ ③の工程を繰り返し，中グループ，大グ
ループを必要に応じて作成し，表札を作
る．

4．対処法に関する分析方法
　上述したグループ編成によりできた各グ
ループにおいて，回答されていた対処法をリ
ストアップした．その後，それらの対処法に
ついて親和性の高い回答はまとめる作業を行
い，カテゴライズした．

結果
1．分析対象者の基本的属性
　回収率は 12.0%（344 名／ 2,872 名）であ
り，回収されたすべてのデータについて分
析を行った．分析対象となった ASD 児者の
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表 2　回収率、対象者の属性および回答数

回収率 12.0％（344 名 / 2,872 名）

平均年齢 20.9 歳（SD ＝ 10.3，5 歳～ 54 歳）

性別 男性 273 名（79.4％），女性 71 名（20.6％）

記入者 保護者 317 名，当事者 25 名，（支援者 1 名，不明 1 名は分析から除外）

回答者数 困難 171 名，対処法 162 名

回答ラベル数 困難 270 個，対処法 261 個

平均年齢は 20.9 歳（SD ＝ 10.3 歳，5 歳～ 54
歳）であり，男性は 79.4%（273 名），女性は
20.6%（71 名）であった．質問紙の回答者は
ASD 児者の保護者 92.2％（317/344 名），当
事者 7.3%（25/344 名），支援者 0.3%（1/344
名），不明 0.3%（1/344 名）であった．支援
者 1 名，不明 1 名の 2 名の回答者は今回の分
析から除外した．視覚処理の困難は全回答者
342 名中 171 名（50%）から 270 個（保護者
154 名から 240 個．当事者 17 名から 30 個），
その対処法として 162 名から 261 個（保護者
名147名から234個．当事者15名から27個）
の回答が得られた（表2）．過反応については，
困難が 78 名（22.8%）から 109 個，対処法が
78 名から 104 個の回答が得られた．低反応
に関する回答は得られなかった．感覚探求に
ついては，困難が 10 名（2.9%）から 13 個，
対処法が 8 名から 9 個の回答が得られた．感
覚識別障害については，困難が 18 名（5.3%）
から 25 個，対処法が 14 名から 19 個の回答
が得られた．

2．視覚処理に関する困難
　視覚処理に関する困難についてグループ分
けを行った結果，過反応のカテゴリでは，ま
ぶしい光が苦手など，光刺激への過反応性で
ある『光刺激』，人ごみやチラシ，広告など

の特定の視覚刺激の情報の多さへの過反応性
である『色や動きの刺激』，周りの動きが気
になる，いろいろなものが目に入ってきて集
中が妨げられるといった環境からの刺激の過
反応性である『外部環境からの不要な刺激』
の 3 つの大グループ（表 3）に分けられた．
感覚探求のカテゴリでは光るものを極端に近
づいて注目するなどの『光刺激』，クルクル
回るものを見続けるなどの『動き刺激』の 2
つの大グループ（表 4）に分けられた．感覚
識別障害のカテゴリでは，ノートのマス目が
わかりにくい，顔の区別がつかないなどの『識
別』，人にぶつかってしまう，探し物ができ
ないなどの『フィルタリング』の 2 つの大グ
ループ（表 5）に分けられた．その他のカテ
ゴリでは『特定の物や人，場面への不安や恐
怖』『こだわり』『中枢性統合とシングルフォー
カス』『視機能』『見方の違い』『情報の理解
の困難』『目と手の協応』の 7 つの大グルー
プにそれぞれ分類された．

3．視覚処理に関する対処法
　対処法は，困難の各大グループでリスト
アップし，グループ分けを行った．
（1）過反応
　『光刺激』への対処法は，「光から離れる」，

「グッズの使用」，「光が目に入らないように
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表 3　過反応に関する困難とその対処法

過反応に関する
困難

（大カテゴリ）

困難
（小カテゴリ）

対処法
（大カテゴリ） 対処法（小カテゴリ）

光刺激 まぶしさなどの
光刺激が苦手

光から離れる 苦手な場所に行かない，光が当たらない場所に移動する
グッズの使用 色付きメガネ，サングラス，PC 用メガネ，帽子，アイ

マスクなど，日傘
光が目に入らな
いようにする

ライトを目に当てない，目をつぶる，光から目を背ける

慣れる 段階的に明るさを強める，自然に慣れる，練習をして慣れる
情動面への対応 ストレスに気を付ける，秒数を数える，見通しをつける
光の調整 カーテンやブラインド，白熱球→蛍光灯，部分照明 / 間

接照明，部屋を暗くする，スマホの明るさを暗くする，
カメラのフラッシュをオフ

短時間にする －
耳で代償する －

色や動きの刺激
（人ごみ・広告・

チラシなど）

人混みが苦手
チラシや広告が苦
手

人ごみを避ける 人が多い時間帯を避ける，人が多い場所を避ける
情報を整理する 片づける，ルビをなくす，白黒にコピーする，見やすい

レイアウトの本を選ぶ
目に入らないよう
にする

前の席にする，下を向いて歩く

短時間にする －　
自己認知を
促す

視覚優位であるとわかってきているので落ち着いて考え
るようになった

外部環境からの
不要な刺激

（目に入るものが
気になる）

目に入るものが
気になる

物を見えないよう
にする

視界に入らないようにする，見えるところに置かない

見ないように意識
することを促す

見ないようにする

注目すべきものに
注目させるよう促
す

周囲が集中すべきものに促す，事前に伝えて他に逸れな
いようにする

刺激を減らす 人の少ない場所を選び，他人に迷惑をかけないようにする

する」，「慣れる」，「情動面への対応」，「光の
調整」，「短時間にする」，「耳で代償する」の
8 つの大グループに分類された．『色や動き
の刺激』への対処法は，「人ごみを避ける」，「情
報を整理する」，「目に入らないようにする」，

「短時間にする」，「自己認知を促す」の 5 つ
のグループに分類された．『外部環境からの
不要な刺激』への対処法は，「物を見えない
ようにする」，「見ないように意識することを
促す」，「注目すべきものに注目させるよう促
す」，「刺激を減らす」の 4 つの大グループに

分類された（表 3）．
（2）感覚探求
　『光刺激』への対処法は，「許容する」，「制
限する」の 2 つの大グループに分類された．

『動き刺激』への対処法も『光刺激』と同様に，
「許容する」，「制限する」の 2 つの大グルー
プに分類された（表 4）．
（3）感覚識別障害
　『識別』への対処法は，「道具の工夫」，「（ド
ラマや映画などの登場人物の顔がわからない
ため）アニメを見る」，「（鏡では距離感がつ
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感覚探求に関する困難
（大グループ）

困難
（小グループ）

対処法
（大カテゴリ） 対処法（小カテゴリ）

光刺激 電気を付けたり消したり
する
光るものに近づく
目の前で手をひらひらさ
せる

許容する 専用の部屋をつくる，周りが合わせる，許
容する

制限する 回数を決める，声掛け，距離を離す，好き
にさせて隙を見て変える

動き刺激 キラキラ，クルクルする
ものが好き
回転するものを注視する
細かなものを目の前でパ
ラパラする

許容する 専用の部屋をつくる，保護者の観察

制限する 周囲の人が間に入る，声掛け

感覚識別に関する困難
（大グループ）

感覚識別に関する困難
（小グループ） 対処法（大カテゴリ）

識別 ノートのマス目が変わると字が書けない 道具の工夫
ドラマの登場人物の顔がわからない アニメを見る
鏡だと距離感つかめない 直接見る
大きなものを運ぶときに向きがわからない 声掛け
相貌失認 顔以外の情報で判断
鏡文字になる 練習した

フィルタリング 物の場所を見つけにくい 具体的に場所を示す
探し物苦手 置き場所を決める
物が落ちても気づきにくい 専門家の指導
人にぶつかる 声掛け
歩く場所がわかりにくい 具体的に指示

表 4　感覚探求に関する困難とその対処法

表 5　感覚識別に関する困難とその対処法

かめないため）直接見る」，「声掛け」，「顔以
外の情報で判断する」，「（鏡文字になること
に対して）練習する」の 6 つの大グループに
分類された．『フィルタリング』への対処法は，

「具体的に場所を示す」，「置き場所を決める」，
「専門家（特別支援学校の先生や放課後等デ
イサービスの指導員）の指導」，「声掛け」，「具
体的に指示」の 5 つのグループに分類された

（表 5）．

考察
　本研究では，ASD 児者の視覚処理に関す
る困難とその対処法について自由記述形式の
アンケートを行い，グループ分けを実施した．
その結果，視覚処理に関する困難は，過反応，
感覚探求，感覚識別障害において，いくつか
の大グループに分類された．それぞれのカテ
ゴリごとで考察を行っていく．
1．過反応
　過反応に関する困難のラベル数は全体の困
難ラベル数の 40%（109/271）であった．そ
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して，全回答者 342 名の内，視覚処理に関す
る困難の過反応に当てはまる困難を回答した
のは 23% であった（78/342 名）．これらの
ことは視覚処理に関する過反応を持つ割合が
高いという先行研究の結果 3) を支持する結果
である．過反応の困難は，『光刺激』，『色や
動きの刺激』，『外部環境からの不要な刺激』
の 3 つの大グループに分類された．
　本研究では，『光刺激』の困難への対処法
に，ストレスに気を付ける，秒数を数える，
見通しを付けるなどの「情動面への対応」が
含まれていた．視覚に限らず，感覚過敏と不
安の関連性は先行研究から明らかにされてお
り 12)，「情動面への対応」が効果的であるこ
とが示唆される．また，Green ら 13) の先行
研究において，不安と感覚の過反応は双方向
に影響を及ぼし合うことが述べられている．
実際に，ASD 当事者のドナ・ウィリアムズは，
自身の著書の中で「色付きレンズが，知覚と
不安のレベルを大きく改善した」と語ってい
る 6)．これらのことから，光刺激への対応と
して不安を取り除くだけでなく，視覚処理に
関する困難全般を軽減することで不安が軽減
されることが考えられる．そのため，本研究
で挙げられた過敏への対応を行うことは，多
くの自閉スペクトラム症児者の不安を軽減さ
せる可能性がある．
　本研究では，過反応に対して複数の対処法
が用いられていることが明らかになった．ほ
ぼすべての対応方法が，本人の特性に直接ア
プローチすることではなく，環境面へのアプ
ローチを行うものであった．高橋ら 4) の研究
において，視覚処理に関する困難に対し，カー
テンを閉める，光を暗くするなどの対応を
ASD 者が求めていることが報告されている．
また Little ら 9) の先行研究では，ASD 児の
養育者は感覚の過反応に対して，感覚刺激を
なくす，もしくは ASD 児を感覚刺激から遠

ざけるなどの「削除と回避」という方略を用
いていることが報告されている．本研究の結
果を踏まえると，ASD 児者にとって視覚処
理の過反応性になりうる感覚刺激を少なくす
るような環境面の配慮は必要な支援であるこ
とが考えられる．

2．感覚探求
　感覚探求に関する困難は，『光刺激』と『動
き刺激』の 2 つの大グループに分類された．
両グループ共通して，「許容する」か「制限
する」という 2 つの対処法が挙げられた．先
行研究において，ASD 児の保護者は感覚探
求行動への対応として，その行動をやめさせ
る，別の行動に置き換える，時々は許容する
といった方略を用いていることが報告されて
いる 9)．この結果は本研究の結果とおおむね
一致しており，視覚処理に関する感覚探求行
動では，他の感覚モダリティへの対処法と重
なることが示唆された．
　感覚探求行動は，衝動性，不注意，落ち着
きの無さなど不適切な行動につながることが
多い 11),14)．本研究では，視覚処理に関する感
覚探求の困難として，「目の前で手をひらひ
らさせる」，「細かなものを目の前でパラパラ
する」など，場面によっては不適切ととらえ
られる行動が含まれていた．しかし，特定の
感覚入力は感覚過敏を持つ人が自己調整のた
めに行っている場合がある 11),14)．そのため，
場面に応じた適切な行動を ASD 児者に伝え
て，許容，制限を使い分けることが重要であ
る．

3．感覚識別障害
　感覚識別に関する困難は，『識別』，『フィ
ルタリング』の 2 つのグループから構成され
た．『識別』の小グループには，ノートの読
み取りにくさや鏡文字になってしまうなど
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の文字に関する困難が含まれていた．Wada
ら 15) の先行研究において，神経発達症児の
視覚の困難として，字の読みづらさや図形認
識などの視覚的弁別の困難さが報告されてい
る．本研究で挙げられた困難と共通しており，

『識別』に関する困難は，ASD 児が学齢期に
直面する困難であることが推察される．この
困難に対し，本研究では，「道具の工夫」が
対処法として挙げられていた．道具の工夫を
することで，ASD 児の学校生活を支援でき
る可能性がある．『フィルタリング』に関す
る困難には，探し物の苦手さや人によくぶつ
かるなどの多くの視覚刺激の中から選択的に
情報を認識する困難さが含まれていた．これ
らの対処法として，ラベルなどを付けて具体
的に物の場所を示すなどの方法が用いられて
いた．この対処法に加えて，中身の見えない
箱へ収納しておくなど過反応への対処法を組
み合わせ，視覚情報を減らすことで，過反応
や『フィルタリング』などの視覚処理に困難
のある ASD 児者に配慮した空間づくりが可
能になると考えられる．

4．本研究の限界と今後の展望
　本研究の限界として，ASD 当事者の回答
が保護者の回答に比べて少なく，当事者視点
の困難とその対処法を十分に収集できなかっ
たことが挙げられる．また，本研究で挙げら
れた対処法がどのような場面で有効か，どの
ような特性を持つ ASD 児者に有効かについ
ては検証できていない．今後の展望として，
当事者視点のデータを集めることや，対処法
が有効となる要因についての検討を行う必要
がある．

結語
　本研究では，ASD 児者とその家族から視
覚処理に関する困難と対処法を収集し，グ

ループ分けを行い，それぞれの困難ごとの対
処法をまとめた．ASD 児者の視覚処理に関
する困難は，過反応，感覚探求，感覚識別障
害が多くみられることが分かった．これらの
対処法として，環境調整が中心に行われてい
た．今後は当事者視点のデータ収集を行うと
ともに，対処法の有効性についての検証を行
うことが必要だと考えられる．
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Qualitative analysis of visual processing problems and coping strategies 
in individuals with autism spectrum disorder
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The purpose of this study is to investigate the actual conditions of visual processing 
problems and coping strategies in individuals with autism spectrum disorder, and to examine 
support for these difficulties. A questionnaire on visual processing problems and coping 
strategies was distributed to individuals with ASD or parents of children with ASD, and 344 
responses were obtained. Analysis revealed that difficulties in visual processing problems 
consisted of three categories: hyperreactivity, sensory seeking, and sensory discrimination. 
Environmental approaches were frequently cited as coping strategies, suggesting that 
environmental adjustments are often used to assist individuals with ASD visual processing 
problems. In the future, it is necessary to verify the eff ectiveness of these coping strategies 
while collecting more coping methods from the perspectives of the parties involved.

Key words: Development disorders, Sensory integration, Autism spectrum disorder 
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